
Ⅲ 浦河べてるの家の取組  
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ペて3。壕の卵油シ申町  ペて孟q象qはど盈り  

ぺてるの家は1978年に回復者クラブ  

どんぐりの芸の有志メンバー数名ガ  

浦河教芸の蓋日会堂を拠点として活動  

をはじめたのがはじまりです。  

北海道の東南、襟裳矧こほど近い  

人01万5〒人の小さな訂です。  

ヨ高昆布をはじめとする水産資源  
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サラブレットなど競走馬の産地として  

も毒名です。  1983年、浦河日赤病院の精神科を退院した早坂葺さんを妄言じめとす  

精神障ガいを体験した回復者数名玖浦河教会の片隅で昆布の袋詰めの  

下請桝乍業をはじめ、198時に当時許可教芸の牧師だった宮島利光氏か  

「ぺてるの家」と最毒され e  

現在で駄馬神障ガいばかりではなく、緩々な繹飢沌待った当事者ガ  

活動に参加しています  
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琵紹織屈  雪与わ、Lも 恥3し でtウクワタ  

白熱昆布盲食ぬド良ちう．  「 
土色感の閲に  

・′て－  家の歩みは、枝々な悪条件を朽葉件とし活かしてきた歴空から生まれたものです  
社会的な支援体制の乏しさや地域経済の扇弓体化が、精神障ガし1を抱えながら生きようとする  

当事者自身の生さづらさと重なり合ったとき、「鞄域のために、日高昆布を全国に売ろう」  
という起業の動機につながりました。  
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題自分を助けるプログラム  

ぺてるで乱∈湧を助けるプログラムとして多くの  

ミーティング、SST、当事者研究を行っています。  

これらは、メンバー頒気とうまく付き合いなガら  

地域で暮らす定めに、仲間の応援をもらいながら  

行います。  
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逐ニューぺてる  

販売製造事業部では、特産の日高昆布の  

加工販売を中心とし、本・ビデオ・グッズ  

の製造販売を行っています。  

4丁目ぶらぶらざではぺてるの商品を  

店頭販売、地域とぺてるのお茶の問と  

して開放しています．  

国浦河ぺてる  

新鮮抱事業部では、農産・水産・環境  

清掃・製麺を行っています島  

地域交流事業部では、ぺてる来客者への  

研修・オリエンテーションを行っています。   
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荘地域生活援助事業  

グループホーム3棟、宍同住居4探を  

運営しています。古住居で遇に一匿  

ミーティングを行い、一緒に荘旦  
メンバーやその時間違ガ集まって、  
一週間の生活でよかったこと・苦労  

していること・更に良ぐする点を  

話し合います。  三・ 
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「ペてるの見学・研修受付中  機雷る⑳緩怠  「
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モれで麟蘭  

書野毛取り戻す  

膚鬼産別大観渡  

鵡さ奄掛こ  

蒸さ¢情報公糀  

幻聴洩あ幻幾重ゐ鴨  

腱蓋虔の鮫＆夢ミ㌦ティかダ・  

色毎分ぞつけよう自分¢病名・  

舎弦噛むてサボねる鶴嬢作り・  

さペでるに絹わねば鵡轟誉盛・  

・手超勤かすよりロ超勤かせ・  

・緋紬削帽こる義夫嘲監・  

。昇る入金から稗切るÅ忽彗  

べてるでは、易学・研修を随時受け付けています。  
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当事者研究も見学できます。  
是非べてるに遊びに来てくださ圧  

覚学斜．・一′お一人様1，000円（贅賢薄代込！  

団体・研修の横合はご相談下さい。  
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